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一
　
は
じ
め
に
―
本
稿
の
ね
ら
い
―

　

新
た
な
祭
祀
が
創
出
さ
れ
る
の
は
、
祭
祀
を
執
り
行
う
側
の
意

図
、
す
な
わ
ち
歴
史
観
が
背
景
に
あ
る
。

　

本
稿
は
平
安
時
代
に
な
っ
て
新
た
に
難
波
の
地
で
始
ま
っ
た
祭

祀
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
祭
祀
を
執
り
行
う
側
・
平
安
朝
廷
の

歴
史
観
を
探
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

取
り
上
げ
る
い
く
つ
か
の
祭
祀
や
事
象
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
膨
大
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
祀
の
本
義
を
追
求
す

る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
の
で
、
深
く
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
を
諒

と
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

難
波
で
の
祭
祀
か
ら
う
か
が
え
る
平
安
朝
廷
の
歴
史
観

伊
　
藤
　
　
　
純
　
　

　
　

二
　
神
祇
官
で
祀
ら
れ
る
難
波
の
神

　

延
長
五
年
（
九
二
七
）
撰
進
、
康
保
四
年
（
九
六
七
）
に
施
行

さ
れ
た
『
延
喜
式
』
巻
九
神
名
上
に
は
、
宮
中
で
祀
ら
れ
る
神
々

が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

宮
中
の
神
卅
六
座

神
祇
官
の
西
院
に
坐
す
御
巫
ら
の
祭
る
神
廿
三
座
〔
み
な

大
、
月
次
・
新
嘗
〕

御
巫
の
祭
る
神
八
座
〔
み
な
大
、
月
次
・
新
嘗
、
中
宮
・

東
宮
の
御
巫
も
ま
た
同
じ
〕

神
産
日
神　
　

高
御
産
日
神

玉
積
産
日
神　

生
産
日
神
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足
産
日
神　
　

大
宮
売
神

御
食
津
神　
　

事
代
主
神

座
摩
の
巫
の
祭
る
神
五
座
〔
み
な
大
、
月
次
・
新
嘗
〕

生
井
神　
　
　

福
井
神

綱
長
井
神　
　

波
比
祇
神

阿
須
波
神

御
門
の
巫
の
祭
る
神
八
座
〔
み
な
大
、
月
次
・
新
嘗
〕

櫛
石
窓
神
〔
四
面
門　

各
一
座
〕　

豊
石
窓
神
〔
四
面

門　

各
一
座
〕

生
嶋
の
巫
の
祭
る
神
二
座
〔
み
な
大
、
月
次
・
新
嘗
〕

生
嶋
神　
　
　

足
嶋
神

宮
内
省
に
坐
す
神
三
座
〔
み
な
名
神
大
、
月
次
・
新
嘗
〕

園
神
社　
　
　

韓
神
社
二
座

大
膳
職
に
坐
す
神
三
座
〔
み
な
小
〕

御
食
津
神
社　

火
雷
神
社

高
倍
神
社

造
酒
司
に
坐
す
神
六
座
〔
大
四
座　

小
二
座
〕

大
宮
売
神
社
四
座
〔
み
な
大
、
月
次
・
新
嘗
〕　

酒
殿
神
社
二
座
〔
み
な
小
〕

酒
弥
豆
男
神　

酒
弥
豆
女
神

主
水
司
に
坐
す
神
一
座
〔
小
〕

鳴
雷
神
社

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
平
安
宮
の
宮
中
で
祀
ら
れ
る
神
は
三
六
座
あ

り
、
こ
の
う
ち
国
家
の
祭
祀
、
神
祇
官
西
院
で
祀
ら
れ
る
神
二
三

座
の
う
ち
に
、
座い

か

摩す
り

の
巫
み
か
ん
な
ぎが
祭
る
神
五
座
、
生
嶋
の
巫
が
祭
る

神
二
座
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

巫
と
は
「
神
に
奉
仕
し
て
そ
の
御
心
を
え
、
み
め
ぐ
み
を
下
さ

れ
ん
こ
と
を
祈
り
奉
る
者
」
で
あ
る（

1
）。

　

座
摩
神
五
座
に
つ
い
て
「
座
摩
神
は
清
泉
の
神
な
の
で
あ
る
か

ら
生
井
・
福
井
・
綱
長
井
の
三
神
は
こ
の
井
泉
の
神
を
三
方
面
か

ら
見
た
神
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
あ
る（

2
）。
ま
た
「
宮
廷
の
井
水
と

敷
地
を
守
り
坐
す
神
で
あ
る
。
摂
津
国
西
成
郡
に
式
内
社
坐
摩
神

社
が
あ
る
。
元
の
官
幣
中
社
、
大
阪
市
東
区
渡
辺
町
に
鎮
座
す
る

が
、
こ
れ
は
、
難
波
之
高
津
宮
（
仁
徳
天
皇
）
に
奉
斎
さ
れ
た
座

摩
神
の
遺
址
に
起
る
も
の
と
伝
へ
ら
れ
る
」
と
あ
る（

3
）。
座
摩
の
神

は
水
の
神
で
、
摂
津
国
西
成
郡
の
坐
摩
神
社
と
の
関
連
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
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生
嶋
神
二
座
に
つ
い
て
は
、「
こ
の
二
神
は
い
わ
ゆ
る
島
神
で

あ
る
が
、
国
魂
神
と
同
様
国
土
の
霊
格
を
表
わ
し
た
の
で
あ
る
」

と（
4
）。
あ
る
い
は
「
摂
津
国
東
成
郡
に
式
内
難
波
坐
生
国
咲
国
魂
神

社
二
座
が
あ
る
。
今
、
大
阪
市
天
王
寺
区
生
玉
町
に
在
る
生
国
魂

神
社
（
元
官
幣
大
社
）
が
こ
れ
で
、生
島
神
・
足
島
神
二
座
を
祀
り
、

神
武
天
皇
の
時
、
宮
中
に
奉
斎
せ
ら
れ
た
大
八
洲
の
御
霊
の
伝
播

を
つ
ぐ
大
社
で
あ
る
と
伝
へ
る
」
と
あ
り（

5
）、
大
地
の
神
で
、
東
生

郡
の
生
国
咲
国
魂
神
社
（
生
国
魂
神
社
）
で
祀
ら
れ
る
神
と
さ
れ

る
。

　

神
祇
官
で
祀
ら
れ
る
「
座
摩
の
巫
の
祭
る
神
五
座
」・「
生
嶋
の

巫
の
祭
る
神
二
座
」
は
、
西
成
郡
の
坐
摩
神
社
で
祀
ら
れ
る
水
の

神
で
あ
り
、
東
生
郡
の
生
国
咲
国
魂
神
社
（
生
国
魂
神
社
）
で
祀

ら
れ
る
大
地
の
神
な
の
で
あ
る
。

　

平
安
朝
廷
は
難
波
の
地
か
ら
こ
れ
ら
の
神
々
を
勧
請
し
、
国
家

と
し
て
祀
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
延
喜
式
』
は
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
撰
進
さ
れ
、
康
保
四

年
（
九
六
七
）
に
施
行
さ
れ
た
が
、
平
安
朝
廷
は
国
家
と
し
て
い

つ
の
頃
か
ら
難
波
の
座
摩
の
神
・
生
嶋
の
神
を
祀
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
古
語
拾
遺
』（
神
籬
を
建
て
神
々
を
祭
る
）

爰
に
、
皇

あ
ま
つ

天か
み

二
は
し
ら
の
祖み
お
や
の
詔
に
仰し
た
が従
ひ
て
、
神ひ
も

籬ろ
き

を

建た樹
つ
。
所
謂
、
高た
か

皇み

産む
す

霊ひ

・
神か
む

産む
す

霊ひ

・
魂た
ま

留つ
め

産む
す

霊ひ

・
生い
く

産む
す

霊ひ

・
足た
る

産む
す

霊ひ

・
大お
ほ

宮み
や
の

売め
の

神か
み
・
事こ
と

代し
ろ

主ぬ
し
の

神か
み
・
御み

膳け
つ

神か
み

〔
巳
上
、

今
御
巫
の
斎い

は

ひ
奉ま
つ

れ
る
な
り
〕
櫛く
し

磐い
は

間ま

戸と
の

神か
み

・
豊と
よ

磐い
は

間ま

戸と
の

神か
み

〔
巳
上
、
今
御み

門か
ど

の
巫
の
斎
ひ
奉
れ
る
な
り
〕
生
嶋
〔
是
、

大お
ほ

八や

州し
ま

の
霊み
た
まな
り
。
今
生
嶋
の
巫
に
斎
ひ
奉
れ
る
な
り
〕
坐い
か

摩す
り

〔
是
、
大お
ほ

宮み
や

地ど
こ
ろの
霊
な
り
。
今
坐
摩
の
巫
の
斎
ひ
奉
れ
る

な
り（

6
）〕

　

こ
こ
に
見
え
る
高
皇
産
霊
以
下
、
御
膳
神
ま
で
は
『
延
喜
式
』

で
は
神
祇
官
で
祀
ら
れ
る
「
御
巫
の
祭
る
神
」
で
あ
り
、
櫛
磐
間

戸
神
・
豊
磐
間
戸
神
は
「
御
門
の
巫
の
祭
る
神
」
で
あ
る
。
生
嶋
・

坐
摩
も
や
は
り
神
祇
官
で
祀
ら
れ
る
神
で
あ
る
。『
古
語
拾
遺
』

が
撰
上
さ
れ
た
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
の
時
点
で
、『
延
喜
式
』

に
見
え
る
神
祇
官
祭
祀
の
基
本
形
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
い
え

よ
う

　

こ
の
こ
と
は
難
波
の
座
摩
の
神
と
生
嶋
の
神
が
、
大
同
二
年
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（
八
〇
七
）
の
時
点
で
既
に
平
安
京
の
神
祇
官
に
勧
請
さ
れ
、
祀

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　

三
　
斎
王
帰
京
の
際
の
難
波
で
の
禊

み
そ
ぎ

　

斎
王
と
は
、
伊
勢
に
派
遣
さ
れ
、
伊
勢
神
宮
に
仕
え
る
皇
女
で

あ
る
。
天
皇
が
即
位
す
る
と
皇
族
の
女
性
の
中
か
ら
卜ぼ

く

定じ
ょ
うに
よ
っ

て
一
人
の
女
性
が
斎
王
に
任
じ
ら
れ
る
。
原
則
と
し
て
天
皇
一
代

に
あ
っ
て
、
一
度
限
り
の
行
事
で
あ
っ
た
。

　

斎
王
が
任
を
解
か
れ
都
に
帰
れ
る
の
は
、
自
身
を
斎
王
に
任
じ

た
天
皇
が
亡
く
な
っ
た
時
、
あ
る
い
は
天
皇
が
譲
位
し
た
時
、
ま

た
は
斎
王
の
肉
親
に
不
幸
が
あ
っ
た
時
な
ど
、
極
め
て
限
ら
れ
て

い
た
。

　

斎
王
に
命
じ
ら
れ
た
皇
女
は
、
都
を
離
れ
伊
勢
に
向
か
う
。
実

在
が
確
認
さ
れ
る
最
初
の
斎
王
は
天
武
天
皇
の
娘
、
天
武
二
年

（
六
七
三
）
四
月
一
四
日
に
任
じ
ら
れ
た
大
来
皇
女
で
あ
る
。
泊

瀬
斎
宮
で
身
を
清
め
、
翌
天
武
三
年
（
六
七
四
）
一
〇
月
九
日
泊

瀬
斎
宮
を
発
ち
伊
勢
に
向
か
っ
た
（
日
本
書
紀
）。
大
来
皇
女
の

伊
勢
行
き
が
、
平
安
時
代
の
よ
う
な
大
行
列
の
群
行
で
あ
っ
た
か

は
不
明
で
あ
る
が
、斎
王
は
飛
鳥
の
地
か
ら
出
発
し
て
い
る
の
で
、

現
在
の
近
鉄
大
阪
線
の
ル
ー
ト
か
、
あ
る
い
は
榛
原
か
ら
山
路
に

入
る
、近
世
の
伊
勢
参
り
で
利
用
さ
れ
た
「
伊
勢
本
街
道
」
の
ル
ー

ト
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

奈
良
時
代
に
斎
王
が
伊
勢
へ
向
か
う
ル
ー
ト
は
、
史
料
が
な
く

不
明
で
あ
る
が
、
平
城
京
か
ら
の
出
発
な
の
で
、
平
城
か
ら
南
下

し
、
や
は
り
近
鉄
大
阪
線
ル
ー
ト
、
あ
る
い
は
「
伊
勢
本
街
道
」

の
ル
ー
ト
で
伊
勢
を
目
指
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

奈
良
時
代
の
末
、
天
応
元
年
（
七
八
一
）
四
月
三
日
、
四
九
代

光
仁
天
皇
（
在
位
七
七
〇
～
七
八
一
）
の
譲
位
を
受
け
、
桓
武
が

天
皇
位
（
在
位
七
八
一
～
八
〇
六
）
に
就
い
た
。
平
城
京
で
の
即

位
で
あ
る
（
続
日
本
紀
）。
翌
延
暦
元
年
（
七
八
二
）、
朝
原
内
親

王
を
斎
王
に
卜
定
す
る
。
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
年
九
月
七
日
、

斎
王
と
な
っ
た
朝
原
内
親
王
は
伊
勢
に
向
か
う
（
続
日
本
紀
）。

　

延
暦
一
五
年
（
七
九
六
）
二
月
一
三
日
、
朝
原
内
親
王
が
京
に

帰
る
こ
と
を
望
ん
だ
た
め
、
大
和
国
に
頓
宮
を
造
り
、
こ
こ
を
経

て
帰
京
す
る
（
日
本
後
紀
逸
文　

類
聚
国
史
四
）。
斎
王
自
身
の

願
い
に
よ
っ
て
斎
王
の
任
が
解
か
れ
た
よ
う
な
異
例
の
解
任
で
あ

る
。
解
任
の
状
況
は
別
に
し
て
、
帰
京
は
頓
宮
が
置
か
れ
た
大
和

国
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
帰
京
先
は
延
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暦
一
五
年
（
七
九
六
）
な
の
で
、
平
安
京
で
あ
り
、
往
路
を
逆
戻

り
し
て
平
安
京
に
戻
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

五
〇
代
桓
武
天
皇
は
、
異
例
の
状
況
で
斎
王
の
任
を
解
い
た
朝

原
内
親
王
に
替
え
て
、
延
暦
一
六
年
（
七
九
七
）
四
月
一
八
日
、

布
勢
内
親
王
を
斎
王
に
卜
定
す
る
（
日
本
後
紀
逸
文　

類
聚
国
史

四
）。
延
暦
一
八
年
（
七
九
九
）
九
月
三
日
、
斎
王
・
布
勢
内
親

王
は
伊
勢
に
向
か
う
（
日
本
後
紀
）。
布
勢
内
親
王
は
桓
武
が
大

同
元
年
（
八
〇
六
）
三
月
一
七
日
に
死
去
し
た
た
め
、
任
を
解
か

れ
帰
京
す
る
。
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
三
月
二
九
日
、
帰
京
す
る

斎
王
の
た
め
に
大
和
・
伊
賀
の
両
国
に
「
行
宮
」
を
造
っ
て
い
る

の
で
（
日
本
後
紀
）、
前
任
の
朝
原
内
親
王
と
同
じ
く
大
和
国
を

通
過
す
る
ル
ー
ト
を
と
り
、
平
安
京
に
帰
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。

　

桓
武
死
去
を
受
け
て
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
五
月
に
五
一
代
平

城
天
皇
（
在
位
八
〇
六
～
八
〇
九
）
が
位
に
就
い
た
。
平
安
京
で

即
位
し
た
最
初
の
天
皇
で
あ
る
。
平
城
天
皇
は
大
同
元
年

（
八
〇
六
）一
一
月
一
三
日
、大
原
内
親
王
を
斎
王
に
卜
定
し
た（
日

本
後
紀
逸
文　

類
聚
国
史
四
）。
大
同
三
年（
八
〇
八
）九
月
四
日
、

大
原
内
親
王
は
伊
勢
に
向
け
て
旅
立
っ
た
（
日
本
後
紀
）。
翌
大

同
四
年
（
八
〇
九
）
四
月
、
平
城
は
病
気
を
理
由
に
位
を
五
二
代

嵯
峨
天
皇
（
在
位
八
〇
九
～
八
二
三
）
に
譲
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
大
原
内
親
王
は
斎
王
の
任
を
解
か
れ
帰
京
す
る
。

　

そ
れ
ま
で
の
斎
王
は
大
和
ル
ー
ト
を
と
り
、
平
安
京
に
帰
京
し

て
い
た
が
、
大
原
内
親
王
の
帰
京
ル
ー
ト
に
は
大
き
な
変
化
が
み

ら
れ
る
。
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
六
月
一
〇
日
、
斎
王
帰
京
の
た

め
に
、
摂
津
国
に
命
じ
て
頓
宮
を
造
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
日

本
後
紀
逸
文　

類
聚
国
史
四
）。
そ
れ
ま
で
の
斎
王
の
帰
京
ル
ー

ト
が
大
き
く
変
更
さ
れ
、
新
た
な
ル
ー
ト
・
摂
津
国
を
経
由
す
る

ル
ー
ト
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
は
伊
勢
→
伊
賀
→
大
和
を
経
て
平
安
京
に
帰
京
し
て

い
た
が
、
こ
の
時
か
ら
こ
れ
ま
で
の
ル
ー
ト
を
大
き
く
外
れ
、
難

波
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
と
な
っ
た
。
大
原
内
親
王
が
難
波
の
地
を

経
由
し
た
目
的
は
、こ
の
史
料
か
ら
は
残
念
な
が
ら
分
か
ら
な
い
。

　

し
か
し
、元
慶
五
年
（
八
八
一
）
正
月
一
五
日
の
太
政
官
符
（
日

本
三
代
実
録
）
に
は
、

太
政
官
、
山
城
・
摂
津
等
国
に
下
符
し
て
称
す
、
前
伊
勢
斎

内
親
王
、
来
二
月
廿
二
日
首
途
す
。
大
和
道
よ
り
山
城
河
陽
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宮
を
経
て
、
摂
津
難
波
海
に
至
り
て
解
除
せ
よ
。
彼
よ
り
都

に
入
る
べ
し
。

と
あ
る
。
任
を
解
か
れ
た
斎
王
は
、
難
波
の
海
で
「
解は

ら

除え

」
を
し

な
け
れ
ば
京
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
定
め
た
の
で
あ

る
。

　

こ
こ
に
登
場
す
る
前
伊
勢
斎
内
親
王
は
、元
慶
元
年
（
八
七
七
）

二
月
一
七
日
に
斎
王
に
卜
定
さ
れ
た
五
六
代
清
和
天
皇
（
在
位

八
五
八
～
八
七
六
）
の
皇
女
・
識さ

と

子こ

内
親
王
で
あ
る
。
斎
王
・
識

子
内
親
王
は
清
和
が
死
去
し
た
た
め
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
一
二

月
七
日
に
任
を
解
か
れ
た
。

　

元
慶
五
年
（
八
八
一
）
五
月
一
九
日
（
日
本
三
代
実
録
）
に
は

山
城
・
大
和
・
伊
賀
・
伊
勢
等
の
国
に
下
符
し
て
称
す
、
前

伊
勢
斎
内
親
王
、
京
に
入
る
。
…
（
中
略
）
…
ま
た
、
河
内
・

摂
津
両
国
に
下
知
し
て
称
す
、
斎
内
親
王
神
宮
を
出
る
を
擬

は
か
り

て
、
河
陽
宮
よ
り
水
路
を
取
り
、
難
波
宮
に
赴
む
け
。
例
に

依
り
て
三
処
に
て
祓
除
、
毎
処
一
日
を
経
て
、
す
な
わ
ち
三

嶋
道
を
取
り
て
河
陽
宮
へ
還
向
せ
よ
。

と
あ
り
、
任
を
解
か
れ
た
識
子
内
親
王
が
難
波
の
三
箇
所
で
「
祓

除
」
し
た
後
、
京
へ
帰
る
と
い
う
先
の
太
政
官
符
の
具
体
的
様
子

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
に
新
た
な
難
波
を
経
由
す
る

ル
ー
ト
を
と
っ
た
大
原
内
親
王
も
、
難
波
の
地
で
禊
を
す
る
た
め

に
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
回
り
と
な
る
難
波
を
経
て
帰
京
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

一
〇
世
紀
中
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
西
宮
記
』
巻
八　

臨

時
五
「
斎
王
入
京
事
」
の
記
述
も
難
波
で
の
禊
を
記
し
て
い
る（

7
）。

吉
事
に
依
り
て
入
京
す
る
は
初
め
の
道
（
往
路
…
伊
藤
）
を

用
い
よ
。
官
符
に
依
り
て
頓
宮
を
造
れ
。
奉
迎
弁
一
人
を
遣

わ
し
〔
六
位
一
人
史
を
加
え
よ
〕
王
な
ら
び
に
中
務
丞
・
内

舎
人
二
人
・
検
非
違
遣
二
人
・
看
督
長
二
人
、
河
陽
に
赴
か

わ
せ
よ
〔
難
波
の
唐
崎
に
向
い
、
禊
す
。
宣
旨
あ
り
〕
凶
事

に
依
り
て
入
京
す
る
は
、
京
の
告
を
聞
き
て
、
早
く
寮
を
退

き
、
伊
賀
道
を
用
い
よ
。
頓
宮
官
符
を
給
う
事
〔
山
城
相
楽

頓
宮
・
大
和
都
岐
・
伊
賀
河
口
・
伊
勢
河
口
・
あ
る
い
は
壹

志
等
・
行
宮
等
に
造
れ
〕
…
（
中
略
）
…
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大
祓
事
〔
使
下
向
〕
中
臣
を
遣
わ
し
、
斎
王
の
退
状
を
申
さ

れ
〔
帰
京
の
期
に
臨
み
遣
わ
す
〕
両
三
月
を
経
て
、
検
挍
な

ら
び
に
奉
迎
辨
・
史
生
・
官
掌
・
検
非
違
遣
二
人
下
向
の
事
、

伊
賀
の
申
す
に
依
り
て
近
江
国
人
夫
・
馬
百
匹
召
せ
。
伊
賀

国
の
堺
に
於
て
、
輿
を
棄
て
寮
官
は
笏
を
置
け
〔
小
輿
に
改

め
用
い
よ
、
伊
賀
作
る
〕

難
波
に
向
い
禊
す
〔
山
城
宣
旨
に
依
り
て
船
を
進
め
よ
〕
摂

津
・
河
内
・
山
城
、
官
符
に
依
り
て
口
給
へ
。
河
陽
に
住
む

一
月
、官
米
百
石
を
以
て
経
廻
に
充
て
よ
。〔
離
宮
故
有
る
時
、

仮
屋
を
作
れ
。
或
い
は
国
府
に
住
め
〕
寮
印
は
山
城
国
に
納

め
よ
。
主
神
司
印
は
神
祇
官
に
在
り
。
唐
崎
の
禊
、
宣
旨
有

り
。

　

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
斎
王
が
任
を
解
か
れ
る
事
情
が
、
吉
事
・

凶
事
を
問
わ
ず
、
帰
京
に
あ
た
っ
て
難
波
の
唐
崎
で
禊
を
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
ら
に
後
の
史
料
と
な
る
が
、
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
に
成

立
し
た
と
さ
れ
る
『
江
家
次
第
』
巻
一
二
「
斎
王
帰
京
次
第
」
に

は
、
斎
王
の
帰
京
の
こ
と
が
よ
り
具
体
的
に
記
さ
れ
る
。
帰
京
の

斎王の群行路と帰京のルート　仁和 2年（886）以降
（斎宮歴史博物館　解説シート1）
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行
程
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
伊
勢
を
発
っ
た
斎
王
一
行

は
一
日
目　
　

多
気
川
で
禊
し
、
壹
志
頓
宮
泊
。

二
日
目　
　

川
口
頓
宮
泊
。

三
日
目　
　

伊
賀
国
に
入
り
、
阿
保
頓
宮
泊
。

四
日
目　
　

名
張
の
横
川
で
禊
し
、
大
和
国
都
介
頓
宮
泊
。

五
日
目　
　

和

川
で
禊
し
、
大
安
寺
・
奈
良
坂
を
経
て
、
木

津
川
の
山
城
国
相
楽
頓
宮
泊
。

六
日
目　
　

木
津
川
を
船
で
下
り
、
江
口
の
上
流
に
あ
る
河
内

国
茨
田
の
真
手
御
宿
所
に
着
く
。

　
　
　
　
　

斎
王
は
下
船
せ
ず
。

七
日
目　
　

三
箇
所
の
禊
所
に
向
か
う
。
三
津
浜
下
方
・
三
津

浜
・
安
曇
口
で
禊
。
大
江
の
御
厨
儲
所
に
帰
る
。

八
日
目　
　

真
手
御
宿
所
に
着
く
。

九
日
目　
　

山
城
国
河
陽
宮
に
至
る
。

一
〇
日
目　

入
京
。

　

伊
勢
を
発
っ
て
五
日
後
に
山
城
国
の
相
楽
ま
で
戻
り
な
が
ら
、

淀
川
を
下
り
、
一
日
を
費
や
し
難
波
の
海
岸
三
箇
所
で
禊
を
す
る

の
で
あ
る
。
禊
を
終
え
、
こ
こ
で
や
っ
と
都
に
向
か
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
難
波
で
の
禊
が
い
か
に
重
要
な
儀
式
で
あ
る
か

を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
史
料
か
ら
、
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
に
帰
京
し
た
大
原

内
親
王
以
来
、
斎
王
の
任
が
解
か
れ
る
理
由
が
、
吉
事
で
あ
っ
て

も
凶
事
で
あ
っ
て
も
、
帰
京
の
日
数
が
倍
か
か
ろ
う
と
も
、
難
波

で
の
禊
が
極
め
て
重
要
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
四
　
八
十
嶋
祭

　

嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
九
月
八
日
条
（
日
本
文
徳
天
皇
実
録
）

宮
主
正
六
位
下
占
部
雄
貞
・
神
琴
師
正
六
位
上
菅
生
朝
臣
末

継
・
典
侍
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
泉
子
・
御
巫
无
位
榎
本
連
浄

子
等
を
遣
わ
し
、
難
波
国
に
向
か
わ
し
め
、
八
十
嶋
を
祭
ら

し
む
。

　

こ
の
記
事
が
八
十
嶋
祭
に
つ
い
て
の
初
見
史
料
で
あ
る
。
五
五

代
文
徳
天
皇
（
在
位
八
五
〇
～
八
五
八
）
の
即
位
の
際
に
初
め
て

難
波
の
地
で
斎
行
さ
れ
た
八
十
嶋
祭
は
、
こ
の
嘉
祥
三
年

（
八
五
〇
）
年
か
ら
八
六
代
後
堀
川
天
皇
（
在
位
一
二
二
一
～
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一
二
三
二
）
の
即
位
に
伴
う
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
ま
で
二
二

回
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

八
十
嶋
祭
に
つ
い
て
、
奈
良
時
代
を
は
る
か
に
さ
か
の
ぼ
る
五

世
紀
代
に
そ
の
起
源
を
求
め
る
見
解
も
あ
る
が
、
書
か
れ
た
史
料

的
根
拠
が
な
い
た
め
従
う
こ
と
は
で
き
な
い（

8
）。

　

八
十
嶋
祭
は
天
皇
の
即
位
の
時
だ
け
で
な
く
、
中
宮
も
天
皇
と

同
じ
く
行
わ
れ
、
東
宮
で
は
祭
料
が
天
皇
・
中
宮
の
場
合
よ
り
少

な
く
な
る
だ
け
で
同
様
に
行
わ
れ
る
。

　
『
延
喜
式
』
三　

臨
時
祭　
「
東
宮
の
八
十
嶋
祭
」
に
は
八
十
嶋

祭
を
斎
行
す
る
人
員
を
定
め
て
い
る
。

　

右
、
八
十
嶋
祭
の
御
巫
・
生
嶋
の
巫
、
な
ら
び
に
史

さ
か
ん

一
人
・

御み

琴こ
と

弾ひ
き

一
人
・
神か
ん

部べ

二
人
・
お
よ
び
内な
い

侍し

一
人
・
内
蔵
属
さ
か
ん

一
人
・
舎と
ね

人り

二
人
、
難
波
津
に
赴
き
て
こ
れ
を
祭
れ
。

と
あ
る
。
都
か
ら
難
波
に
派
遣
さ
れ
る
一
員
に
「
生
嶋
巫
」
が
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
生
嶋
の
巫
は
、
宮
中
で
祀
ら
れ
て

い
る
生
嶋
の
巫
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

八
十
嶋
祭
の
次
第
に
つ
い
て
は
『
江
家
次
第
』
巻
一
五　

践
祚

下
「
八
十
嶋
祭
」
に
詳
し
い
。
概
要
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

・
こ
の
儀
式
は
、
基
本
的
に
は
天
皇
の
即
位
儀
礼
で
あ
る
大
嘗

祭
の
翌
年
に
行
わ
れ
る
。

　

・
新
し
い
天
皇
に
仕
え
て
い
た
乳
母
が
祭
使
と
な
る
。

　

・
使
い
が
出
発
す
る
日
に
、
宮
主
が
麻
を
献
上
す
る
。
新
天
皇

は
こ
の
麻
で
体
を
一
撫
で
し
、
息
を
吹
き
か
け
て
か
ら
、
麻

を
宮
主
に
返
す
。

　

・
一
行
が
難
波
津
に
下
向
す
る
。

　

・
神
祇
官
が
御
琴
を
弾
じ
、
女
官
は
御
衣
筥
を
披
い
て
こ
れ
を

振
る
。

　

・
御
麻
を
捧
げ
て
禊
を
行
い
、
禊
が
終
わ
る
と
祭
物
を
海
に
投

げ
入
れ
、
帰
京
の
途
に
つ
く
。

　

何
と
も
不
可
思
議
な
儀
式
で
あ
る
。
八
十
嶋
祭
に
つ
い
て
は
さ

ま
ざ
ま
な
説
が
出
さ
れ
て
い
る
が（

9
）、
本
稿
は
八
十
嶋
祭
の
本
義
を

解
明
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
の
で
、
八
十
嶋
祭
が
文
徳
天
皇

の
即
位
に
伴
っ
て
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
、

難
波
津
を
祭
場
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
、
祭
を
斎
行
す
る
一
員
に

生
嶋
の
巫
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
三
点
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
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五
　
生
国
魂
神
社
・
坐
摩
神
社
の
創
祀
と
高
津
神
社
の
創
建

　

天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）、
上
町
台
地
の
北
端
に
、
豊
臣
秀

吉
が
大
坂
城
を
築
城
す
る
に
あ
た
っ
て
、
生
国
魂
神
社
・
坐
摩
神

社
と
も
現
在
の
地
に
遷
さ
れ
た
（
生
国
魂
神
社
・
大
阪
市
天
王
寺

区
生
玉
町
、
坐
摩
神
社
・
大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
）。

　
『
延
喜
式
』
で
は
生
国
魂
神
社
は
摂
津
国
東
生
郡
、
坐
摩
神
社

は
西
成
郡
と
あ
る
。
現
在
の
大
阪
城
の
大
手
土
橋
の
南
、
外
堀
の

外
側
に
生
国
魂
神
社
の
御
旅
所
な
る
場
所
が
あ
る
（
写
真
1
）。

ま
た
、
坐
摩
神
社
は
中
央
区
石こ

く

町ま
ち

、
大
川
南
岸
の
天
満
橋
西
方
に

旧
地
と
さ
れ
る
御
旅
所
が
あ
る
（
写
真
2
）。

　

生
国
魂
神
社
・
坐
摩
神
社
が
元
ど
の
地
点
に
あ
っ
た
の
か
は
明

確
に
し
が
た
い
が
、
上
町
台
地
上
の
現
大
阪
城
の
何
処
か
に
、
大

地
の
神
を
祀
る
生
国
魂
神
社
が
あ
り
、
上
町
台
地
西
側
の
低
地
、

お
そ
ら
く
は
現
在
御
旅
所
と
な
っ
て
い
る
辺
り
に
水
の
神
を
祀
る

坐
摩
神
社
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

そ
れ
で
は
上
町
台
地
で
生
国
魂
神
社
が
、
台
地
西
下
で
坐
摩
神

社
が
祀
ら
れ
る
の
は
、
い
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　

生
国
魂
神
社
の
社
伝
に
よ
れ
ば
、「
神
武
東
征
」
の
際
、
摂
津

写真 1 　生国魂神社の御旅所（現大阪城内）
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の
石
山
碕
（
上
町
台
地
北
端
か
…
伊
藤
）
に
神
武
が
着
岸
し
た
時

に
創
祀
さ
れ
た
の
が
生
国
魂
神
社
と
い
う
が
、
こ
れ
は
歴
史
的
事

実
と
は
思
え
な
い
。
生
国
魂
神
社
が
い
つ
創
祀
さ
れ
た
の
か
を
語

る
確
実
な
史
料
は
な
い
。

　

坐い
か

摩す
り

の
神
は
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る（

10
）。

一
、
猪い

加が

志し

利り

の
神
、
二
前
。
一
名
為い

婆ば

天て

利り
の

神
〔
元
、
大

神
居ま

し

坐て

し
て
、
唐か
ら

飯い
い

所
聞き
こ

食し
め

し
け
る
地と
こ
ろな
り
〕

右
大
神
は
、
難
波
の
高
津
宮
に
御
宇
し
し
天
皇
の
御
世
、
天

皇
の
子み

こ

、
波は

多た
び
の

若わ
か

郎い
ら

女つ
め

の
御
夢
に
喩さ

覚と

し
奉
ら
く
、「
吾

は
住
吉
大
神
の
御
魂
ぞ
」
と
『
為
婆
天
利
神
、
亦
は
猪
加
志

利
之
神
と
号ま

お

す
』
託
か
み
か
かり
給
ひ
き
。
仍か
れ

、
神
主
に
津
守
宿
祢
を

斎い
つ
き

祀ま
つ

ら
し
め
、
祝は
ふ
りに
為
加
志
利
津
守
連
等
を
奉
つ
か
え

仕ま
つ

ら
し
む
。

充あ

て
奉
る
神
戸
二
烟
、
神
田
七
段
百
四
十
四
歩
、
即
ち
西
成

郡
に
在
り
。

　

住
吉
社
の
立
場
か
ら
坐
摩
神
社
と
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
部
分

で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
猪
加
志
利
（
坐
摩
）
の
神
が

「
難
波
の
高た

か

津つ
の

宮み
や

に
御
宇
し
し
天
皇
の
御
世
」、
す
な
わ
ち
仁
徳
天

写真 2 　坐摩神社の御旅所（大阪市中央区石町）
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皇
の
時
代
の
神
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
生
国
魂
神

社
に
つ
い
て
は
創
祀
に
つ
い
て
語
る
史
料
は
な
い
が
、
上
町
台
地

に
生
国
魂
神
社
が
祀
ら
れ
、
台
地
の
西
側
に
坐
摩
神
社
が
祀
ら
れ

て
い
た
。
坐
摩
の
神
は
仁
徳
天
皇
の
時
代
に
出
現
し
た
と
の
『
住

吉
大
社
神
代
記
』
の
記
述
か
ら
、
生
嶋
の
神
（
生
国
魂
神
社
）
も

仁
徳
天
皇
の
時
代
・
高
津
宮
で
祀
ら
れ
て
い
た
神
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
る
。

　

難
波
の
地
、
上
町
台
地
で
最
初
に
都
を
営
ん
だ
仁
徳
天
皇
が
高

津
宮
で
祀
っ
た
の
が
大
地
の
守
護
神
・
生
嶋
の
神
（
生
国
魂
神
社
）

と
、
水
の
守
護
神
・
坐
摩
の
神
（
坐
摩
神
社
）
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

高こ
う

津づ

神
社
の
創
建
も
平
安
朝
廷
の
歴
史
観
を
知
る
手
掛
か
り
と

な
る
。

　

社
伝
に
よ
れ
ば
五
六
代
清
和
天
皇
（
在
位
八
五
八
～
八
七
六
）

の
勅
命
に
よ
っ
て
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
に
創
建
さ
れ
た
と
い
う
。

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
大
坂
城
築
城
に
と
も
な
っ
て
現
地
（
大
阪
市
中

央
区
高
津
）
に
遷
っ
た
た
め
、
元
は
生
国
魂
神
社
と
同
じ
く
、
現

在
の
大
阪
城
の
地
で
祀
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
五
四
代
仁
明
・

五
五
代
文
徳
・
五
六
代
清
和
天
皇
の
時
代
は
神
社
制
度
が
整
備
さ

れ
る
頂
点
で
あ
っ
た（

11
）。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
難
波
の
地

の
歴
史
の
出
発
点
と
な
っ
た
仁
徳
天
皇
を
祀
る
神
社
が
な
い
こ
と

に
平
安
朝
廷
は
気
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
清
和
天
皇
は

勅
命
を
も
っ
て
、
仁
徳
天
皇
の
高
津
宮
を
探
索
さ
せ
、
貞
観
八
年

（
八
六
六
）
に
上
町
台
地
上
に
高
津
神
社
を
創
建
し
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

高
津
神
社
の
創
建
は
、
難
波
の
地
を
重
要
視
し
た
平
安
朝
廷
の

歴
史
観
の
表
れ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　

六
　
ま
と
め
に
か
え
て
―
平
安
朝
廷
の
歴
史
観
―

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
時
系
列
順
に
確
認
し
た
い
。

　

平
城
京
で
即
位
し
た
五
〇
代
桓
武
天
皇
（
在
位
七
八
一
～

八
〇
六
）が
任
じ
た
斎
王
・
朝
原
内
親
王
が
延
暦
一
五
年（
七
九
六
）

に
平
安
京
へ
帰
京
す
る
際
は
大
和
ル
ー
ト
を
と
る
。
さ
ら
に
、
桓

武
が
任
じ
た
次
の
斎
王
・
布
勢
内
親
王
も
大
同
元
年
（
八
〇
六
）

に
大
和
ル
ー
ト
を
と
り
平
安
京
へ
帰
京
す
る
。

　

大
同
二
年
（
八
〇
七
）
の
時
点
で
、
難
波
の
座
摩
の
神
・
生
嶋

の
神
は
、
平
安
京
の
神
祇
官
に
勧
請
さ
れ
、
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

平
安
京
で
最
初
に
即
位
し
た
五
一
代
平
城
天
皇
（
在
位
八
〇
六

～
八
〇
九
）
が
任
じ
た
斎
王
・
大
原
内
親
王
は
、
大
同
四
年
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（
八
〇
九
）
に
初
め
て
難
波
を
経
由
し
て
帰
京
す
る
。
こ
れ
以
降
、

斎
王
帰
京
の
際
に
は
、
難
波
を
経
由
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は

難
波
の
海
で
禊
を
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

五
五
代
文
徳
天
皇
（
在
位
八
五
〇
～
八
五
八
）
の
即
位
に
伴
い

嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）、
難
波
の
地
で
初
め
て
八
十
嶋
祭
が
斎
行

さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
実
、
斎
王
帰
京
の
祭
の
難
波
で
の
禊
、
難
波
で

斎
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
八
十
嶋
祭
、
仁
徳
天
皇
を
祀
る
高
津

神
社
の
創
建
な
ど
は
、
平
安
朝
廷
に
と
っ
て
は
難
波
の
地
が
自
ら

の
故
地
で
あ
り
、
仁
徳
天
皇
の
高
津
宮
以
降
が
平
安
朝
廷
に
ま
で

直
結
す
る
歴
史
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
い
う
歴
史
観
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

平
安
京
に
遷
都
し
た
の
は
平
城
京
で
即
位
し
た
桓
武
天
皇
で
あ

る
が
、
見
て
き
た
と
お
り
桓
武
は
難
波
の
地
に
対
し
て
特
別
な
思

い
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

　

さ
ら
に
、
平
安
遷
都
後
す
ぐ
に
難
波
の
坐
摩
の
神
、
生
嶋
の
神

が
神
祇
官
に
勧
請
さ
れ
祀
ら
れ
る
と
い
う
事
実
。
坐
摩
の
神
、
生

嶋
の
神
は
、
難
波
の
地
で
都
を
営
ん
だ
仁
徳
天
皇
が
高
津
宮
で

祀
っ
て
い
た
神
で
あ
っ
た
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
平
安
朝
廷
で
も
『
日
本
書
紀
』
が
語
る
神

代
か
ら
の
「
歴
史
」
は
共
有
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

『
日
本
書
紀
』
が
記
す
、
古
い
時
代
の
天
皇
が
都
を
営
ん
だ
と
す

る
大
和
盆
地
の
南
部
に
は
、
平
安
朝
廷
は
関
心
を
向
け
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　

仁
徳
天
皇
の
高
津
宮
以
来
の
難
波
の
地
が
、
平
安
朝
廷
に
と
っ

て
の
故
地
で
あ
り
、
自
身
の
歴
史
の
出
発
点
と
認
識
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
叙
述
に
つ
い
て
、「
成
立
し
た
五
世
紀
史
は
、

実
年
代
は
お
そ
ら
く
四
世
紀
後
半
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
応
神
お
よ
び

仁
徳
を
朝
廷
の
始
祖
と
す
る
歴
史
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ

る
。
…
（
中
略
）
…
最
初
に
朝
廷
で
構
想
さ
れ
た
歴
史
は
応
神
・

仁
徳
を
始
祖
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
有
力
な

見
解
が
あ
る（

12
）。
こ
れ
は
、
平
安
朝
廷
の
歴
史
観
、
仁
徳
天
皇
以
来

の
難
波
の
地
を
自
ら
の
故
地
と
認
識
し
て
い
た
と
の
本
稿
の
結
論

を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
は
二
〇
一
六
年
九
月
九
日
に
斎
行
さ
れ
た
生
国
魂
神
社
の
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例
祭
後
に
行
わ
れ
た
懇
談
会
の
場
で
「
生
国
魂
神
社
と
大
阪
」
と

い
う
題
名
で
報
告
し
た
内
容
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

同
年
一
〇
月
三
〇
日
に
友
人
と
の
勉
強
会
・
題
無
会
（
題
名
の
無

い
勉
強
会
）
で
「
平
安
朝
廷
の
歴
史
観
」
で
報
告
し
た
内
容
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

私
は
一
九
七
五
年
以
来
難
波
の
地
を
中
心
に
し
て
生
活
し
て
き

た
。
飛
鳥
、
藤
原
、
平
城
、
平
安
の
歴
史
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
現
状
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
比
べ
、
仁
徳
以
来
の
難
波

の
歴
史
が
は
る
か
に
古
い
と
い
う
事
実
を
伝
え
る
た
め
、
平
安
朝

廷
の
祭
祀
を
と
お
し
て
、
私
の
思
い
を
語
っ
た
次
第
で
あ
る
。
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